
■

報

告

会

と

地

方

組

織

　

海

外

視

察

団

に

よ

る

報

告

会

は

、

最

初

の

３

年

間

に

５

万

人

の

聴

衆

者

を

集

め

、

そ

の

後

も

３

年

間

続

け

ら

れ

た

。

視

察

成

果

の

普

及

と

と

も

に

報

告

会

開

催

は

事

務

局

機

能

の

充

実

が

求

め

ら

れ

、

地

方

組

織

の

設

立

を

促

し

た

。

「

同

時

に

、

地

方

都

市

に

生

産

性

運

動

の

機

運

を

醸

成

し

、

地

方

組

織

の

設

置

を

促

進

し

た

こ

と

も

見

の

が

せ

な

い

功

績

で

あ

る

。

」

（

『

生

産

性

運

動

�

年

の

歩

み

』

）

　

１

９

５

６

年

３

月

。

名

古

屋

、

大

阪

、

福

岡

の

３

都

市

で

本

部

創

設

１

周

年

の

記

念

講

演

会

が

開

か

れ

、

同

時

期

に

、

札

幌

、

仙

台

、

広

島

、

高

松

の

４

都

市

で

も

コ

ス

ト

・

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

視

察

団

の

報

告

会

を

開

催

。

並

行

し

て

、

地

方

組

織

設

立

の

動

き

が

一

斉

に

始

ま

っ

た

。

■

よ

き

理

解

者

　

設

立

さ

れ

た

地

方

組

織

は

次

の

通

り

だ

。

　

地

方

本

部

（

現

ブ

ロ

ッ

ク

本

部

）

は

�

年

に

中

部

（

名

古

屋

）

、

関

西

（

大

阪

）

、

九

州

（

福

岡

）

、

四

国

（

高

松

）

。

�

年

に

中

国

（

広

島

）

と

東

北

（

仙

台

）

。

少

し

遅

れ

て

�

年

に

北

海

道

（

札

幌

）

で

設

立

さ

れ

、

七

つ

の

地

方

本

部

が

出

揃

っ

た

。

　

各

地

方

本

部

は

、

日

本

生

産

性

本

部

と

同

様

に

労

・

使

・

学

識

の

三

者

構

成

に

よ

る

独

立

機

関

だ

が

、

東

京

の

本

部

と

共

通

の

意

識

と

目

的

の

下

、

生

産

性

運

動

を

推

進

し

て

い

る

。

　

同

時

に

、

生

産

性

協

議

会

（

現

県

本

部

）

も

首

都

圏

及

び

中

部

地

方

の

主

要

都

市

に

相

次

い

で

設

立

さ

れ

た

。

首

都

圏

で

は

�

年

に

神

奈

川

県

（

横

浜

）

、

�

年

に

埼

玉

県

（

浦

和

）

が

発

足

。

中

部

地

方

で

は

�

年

に

清

水

（

清

水

）

と

新

潟

県

（

新

潟

）

、

�

年

に

岐

阜

県

（

岐

阜

）

、

�

年

に

静

岡

県

中

部

（

静

岡

）

、

遠

州

（

浜

松

）

、

富

山

県

（

富

山

）

、

�

年

に

石

川

県

（

金

沢

）

と

静

岡

県

東

部

（

沼

津

）

。

�

年

に

群

馬

県

（

前

橋

）

が

続

い

た

。

「

こ

れ

ら

地

方

組

織

の

活

動

は

、

生

産

性

運

動

の

最

前

線

で

あ

り

、

い

わ

ば

草

の

根

運

動

と

同

じ

よ

う

に

、

よ

き

理

解

者

、

よ

き

支

持

者

が

あ

っ

て

初

め

て

根

づ

く

も

の

で

あ

る

。

」

（

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

）

　

「

清

水

」

と

は

旧

清

水

市

（

現

静

岡

市

）

の

こ

と

。

当

時

、

人

口

�

万

人

ほ

ど

の

同

市

に

い

ち

早

く

清

水

生

産

性

協

議

会

が

設

立

さ

れ

た

の

は

、

地

元

の

物

流

企

業

・

鈴

与

社

長

の

七

代

鈴

木

与

平

が

よ

き

理

解

者

だ

っ

た

か

ら

だ

。

鈴

木

は

「

日

経

連

タ

イ

ム

ス

」

�

年

１

月

号

に

「

ま

ず

労

使

協

調

」

と

題

し

て

寄

稿

。

「

労

働

組

合

主

義

を

堅

持

す

る

健

康

な

労

組

は

、

こ

れ

を

進

ん

で

育

成

し

、

ま

た

労

組

要

望

の

経

営

参

加

問

題

と

も

真

剣

に

取

組

む

」

と

訴

え

た

。

清

水

生

産

性

協

議

会

の

初

代

会

長

に

選

ば

れ

た

鈴

木

は

、

�

年

ま

で

�

年

間

に

わ

た

っ

て

会

長

を

務

め

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


